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○球磨大橋は熊本県球磨郡錦町に位置する一級河川球磨川を渡河する橋長約340.7ｍ、有効幅員7.5 m(片側歩道)の橋梁である。
上部工形式：車道部：RCゲルバー桁、歩道部：ポステンT桁（全15径間）
下部工形式：橋 台：重力式橋台、 橋 脚：車道部が壁式橋脚、歩道部：柱式橋脚
基礎工形式：車道部：ケーソン基礎、歩道部：直接基礎

○完成：車道部：1957年（昭和32年）、歩道部：1977年(昭和52年)、車道部の竣工から65年が経過

全 景

路 線 名 ：一般県道覚井一武線
橋梁位置 ：球磨郡錦町一武

有効幅員 ：7.5m(車道：5.5m、歩道：2.0m）
設計活荷重：T-9t
重要度 ：A種の橋 （緊急輸送道路指定なし）

標準断面図
Ｐ９橋脚

１．被災橋の基本情報

球磨川
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○球磨大橋は、令和4年9月に発生した台風第14号により、球磨川の水位が上昇し、令和4年9月19日(月)1時37分頃に橋脚等の沈下を確認し
たため、同日から全面通行止めとした。

○橋脚の沈下に伴い、車道部、歩道部では舗装面が波打った状態となっている。また、沈下が確認されたＰ９橋脚については、躯体のひ
び割れも確認されている。

被災箇所

令和4年9月21日撮影

写真①

写真③・④

P9 P8P10

至 木上小学校
きのえ

至 一武駅
いちぶ

球磨川

応急組立橋

球磨大橋（既設橋）

（応急組立橋）※R5.3.26完成 （球磨大橋（既設橋））

車道5.5m 歩道2.0m車道5.5m 歩道1.5m

■応急組立橋・球磨大橋 （断面図）

写真⑥応急組立橋による仮復旧状況（R5.3.26完成）

１．被災状況の報告
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（１）被災状況
・P9、P10橋脚の周辺地盤は台風の影響により著しく洗掘。
・P9橋脚は鉛直方向に525mm(ヒンジ部で628mm)の沈下。

２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム

（３）損傷状況
・P9橋脚の沓隠し基部がせん断破壊を起こし変形。
・躯体の上部上流側に大きなせん断ひびわれやうき。

・P9橋脚付近のゲルバー部の車道地覆に剥離。

・高欄の移動や、伸縮遊間の開き。

せん断ひびわれ・うき沓隠しの破壊

地覆の剥離

高欄の移動

球磨川球磨川 球磨川

図③ 損傷状況(構造物)

球磨川
（２）洗掘状況
・P9、P10の歩道部フーチングが露頭している。

P9

P10

図② 洗掘状況(河床)

：被災範囲

沈下
沈下

沓隠しの破壊

ひびわれ・うき

洗掘
洗掘

球磨川

フーチングが露呈

高欄の移動地覆の剥離

図① 被災状況図
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昭和38年時の澪筋
現在の澪筋

(平成11年頃迄に)

S52年頃
までの澪筋

H6年頃
までの澪筋

H11年頃
までの澪筋

R4年頃の澪筋

図 澪筋の変遷

２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム

R5(2023年)

P9

P3
P4

S38(1963年)

P9

P3
P4

（４）被災原因：①澪筋の移動
・洗掘を繰り返しながら、澪筋は徐々に右岸から左岸方向に移動してきている。
・平成11年頃迄に現在の澪筋の位置（Ｐ９，１０付近）となり、その後、令和２年7月等の大雨による出水を受け、基礎周辺の洗掘が助長されたものと推定。

 国⼟地理院  NTTインフラネット

※ 令和2年7月、令和4年9月は、
既設橋中心。
それ以前のデータは、約30m
下流側位置の記録を示す。
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２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム
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粘土 ｼﾙﾄ

ｼﾙﾄ

ｼﾙﾄ

ｼﾙﾄ

細砂

細砂

細砂

細砂

中砂

中砂

中砂

中砂

粗砂

粗砂

粗砂

粗砂

細礫

細礫

細礫

細礫

中礫

中礫

中礫

中礫

粗礫

粗礫

粗石

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

：採取位置 現在の澪筋

粒径加積曲線（河床材料調査箇所）

洗掘前のP8～P10周辺の河床材
料はP5と同様の細粒分が堆積し、
浸食されやすい粒度の土砂が堆
積していた可能性あり
⇒ 出水後に喪失した可能性

P5

P8

P10

P9

P5

P8

P9

P10

（４）被災原因：②洗掘されやすい地盤構成
・架橋付近は、洗掘されやすい河床材料を呈しており、出水時にフーチング下面まで洗掘されたものと推定。
【河床の粒度特性】澪筋外のP5周辺はシルト～細砂主体の堆積物に対し、Ｐ９，１０周辺は中砂～粗砂主体の堆積物（澪筋内、洗掘後）。

⇒出水時に、Ｐ９，１０基礎周辺地盤の細粒分は流出したものと推定

Bor.6

R3-Bor.No.6

既設基礎天端

基
礎

範
囲

コア写真

旧橋支持層(Dg-2)：

不規則に軟質部を混

入し、洗掘の影響を

受け易い地盤

Ag層

Dg-2層

Dg-2g層

既設基礎底面

Dg-2g層
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２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム

点群データ(R5/7/22)

P10

計測日
傾斜

ねじれ
橋軸 直角

R4/12/27 1.5° 0.5° 2.6°

R5/6/15 1.3° 0.5° 3.3°

R5/7/22 1.3° 0.5° 3.3°

P9橋脚は、橋軸・橋軸直角
両方向で傾いている

1
4
2

2
3
4

3
0
5

2
6
2

柱上部
H=124.65

柱基部
H=120.37

P9下流側 上流側 3
°

1
6
′

2
3
.
0
7
″

3
.
3
°

276

247 P8橋脚の中心線に
対し、約3.3°の差

P9P8

橋軸直角方向：約0.5°傾斜
(下流側へ)

橋軸方向：約1.3°傾斜
(P8橋脚側へ)

（５）橋脚の変位
・メカニズム究明（推定）のための調査①：躯体変位調査(P9橋脚傾斜等の計測)

3Dレーザースキャナーにより取得した点群データにより、既往図面からの傾斜およびねじれを計測。
初回(令和4年12月27日)後、2回目(令和5年6月15日)、3回目(令和5年7月22日)の計測を実施。
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２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム
（５）橋脚基礎の洗掘・損傷状況

・メカニズム究明（推定）のための調査②：潜水目視調査（歩道部フーチング下部付近の洗掘・損傷状況）
潜水により、歩道部フーチング近傍を中心に洗掘状況を調査。（令和5年6月28日、7月26日、8月27日）
P9橋脚歩道部のフーチングは、柱と分離し洗掘された河床に左岸側に傾斜し落下している状況。
歩道部柱とケーソン本体にコンクリート欠損、鉄筋露出が見られる。ケーソン基礎の河床付近に鋼板が
露出している。

④ケーソン刃口部の鋼板露出

河床

車道ケーソン

鋼板

帯鉄筋

歩道柱

軸鉄筋

③歩道柱 鉄筋露出

②歩道ﾌｰﾁﾝｸﾞ 沈下 歩道柱

フーチング天端

から約1.0m

①歩道ﾌｰﾁﾝｸﾞ 沈下

歩道柱

④

③

②①

フーチング天端

から約0.7m

車道ケーソン
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２．損傷状況・被災原因・被災メカニズム

上流側下流側

側面図 正面図

②歩道部基礎
洗掘

④橋脚沈下の発生 ①上流側底版の洗掘が進行

①
②

R5.7.26実施

せん断ひび割れ発生

P9橋脚 左岸側より

上部工により下部工の変位を拘束

側面図

傾き0.5°

③車道部橋脚
へ荷重作用

（６）被災メカニズム
・上記の調査結果より、被災メカニズムは以下を推定した。

⇒上流側底版とともに歩道部基礎でも洗掘が発生。洗掘進行に伴い、歩道部の重量も含めて車道部の下流側基礎底面に荷重が作用したため、沈下が生じた。
また、下流側へ倒れる変位を上部工が拘束し、橋脚はほぼ真っすぐ沈下したものと推定。

歩道部 車道部

3m以上

0.5m
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３．架橋位置の妥当性確認（復旧方針）

球磨大橋の復旧方針は、上記の内容に対応するため、「全橋架替」とする。
（なお、新設橋梁については、現行基準を満足した設計とする。 ）

○球磨大橋付近は、澪筋が経年的に変化しており、今後も現在の位置で澪筋が固定されるかは予測できない。
また、洗掘されやすいと判断される特異な地層が既設橋脚位置に対して広範囲にわたって分布している状況となっており、
今後の出水等でも同様の被災が懸念される。このため、再度災害防止を図るための対応を行う必要がある。

H6年頃の
澪筋

S52年頃の
澪筋

H11年頃の
澪筋

S58年頃の
澪筋

※ 令和2年7月、令和4年9月は、
既設橋中心。
それ以前のデータは、約30m
下流側位置の記録を示す。
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○球磨大橋（新橋）を含む県道覚井一武線の付替えルートは、前後交差点の接続位置及び橋の利便性等に配慮し迂回延長を極力短くする
ため、現橋位置の直近上流側（約40ｍ）で復旧する計画となっている。

３．架橋位置の妥当性確認（付替えルートの計画）

球磨大橋の復旧位置

球磨川
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○球磨大橋（現橋）の上下流には、架橋位置として回避すべき、支川の合流部、水衝部が存在しており、その範囲を以下に示す。

⽂

木上小学校

木上川(支川)

■橋梁位置の検討において回避
すべき範囲①～②を設定

新球磨大橋の復旧位置（現橋位置の直近上流側約40ｍ）は、支川の分合流部、水衝部を回避した位置と
なっており、架橋位置として妥当と判断する。

①支派川の分合流部

②水衝部

復旧位置範囲図

球磨川

写真②

集落

集落

集落

：復旧位置（新橋）

：球磨大橋(現橋)

：支川合流部

：水衝部

：集落

水衝部

①

①

②

②

水衝部

球磨川

写真①

球磨大橋

３．架橋位置の妥当性確認

＜工作物設置許可基準p.61～62＞

①

球磨大橋

①
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【前提条件】
○桁下高の設定

・桁下高は治水対策実施後の水位（計画高水位＋余裕高相当）以上を基本
○現行法令に従う（道路構造令、河川管理施設等構造令、道路橋示方書など）

・橋台を河川流下断面内に設けない
・径間長は、河川管理施設等構造令で定められた最低基準径間長以上確保
・河積阻害率は、５％以内とする

橋梁形式候補案の方針

【橋梁形式選定における比較項目】
○評価項目は、これまでの復旧技術検討会における検討結果を参考に、設定

橋梁形式（案）の選定

４．橋梁形式選定の前提条件及び配慮事項等

【架橋位置の固有で考慮すべき配慮事項】

○局所洗掘による河床変動の影響を受けない橋脚配置
・現在の澪筋を避けた橋脚配置

○特異な地盤に対応した安全・確実な支持層の選定
・長期安定性が期待される安全で確実な支持層の選定

【球磨大橋（旧橋）の洗掘原因】
澪筋が移動し特定橋脚に流水が集中、また橋脚基礎周辺が洗掘さ
れやすい特異な地盤構成（不規則に砂分を多く含む軟質部が混
入）であったため、著しい局所洗掘が発生。

【被災メカニズム（推定）】
車道部橋脚基礎とともに歩道部橋脚基礎周辺でも洗掘が発生。
洗掘進行に伴い、歩道部橋脚の重量も含めて車道部の橋脚基礎底
面に荷重が作用したため、沈下が生じた。また、下流側へ倒れる
変位を上部工が拘束し、橋脚はほぼ真っすぐ沈下したものと推定。

・堤防の法先、低水路の法肩及び法先から10m以上離隔を確保
・近接橋の特則は、５年以内の既設橋撤去を前提とするため、適用外とする
・橋脚根入れは、将来の河床変動を考慮した根入れ長を確保

○橋脚配置の方針
○上部工形式選定の方針第7回 技術検討会

第8回 技術検討会
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前提条件(桁下高）

河川管理施設等構造令（抜粋）

桁下高について

解説・河川管理施設等構造令 p211

解説・河川管理施設等構造令 p316～317

４．橋梁形式選定の前提条件

解説・河川管理施設等構造令 p115

球磨大橋地点は計画高水流量2400m3/sから余裕高は１.２ｍであるが、
｢球磨川河川整備計画｣で当該地点の余裕高は１.５ｍと決定

桁下高は、計画高水位＋余裕高以上とする。

計画高水位＋余裕高1.5m
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河川管理施設等構造令（抜粋）

橋台位置について

解説・河川管理施設等構造令 p289～290

前提条件（河川の現行法令を満足）

橋台が堤防法線に対して前面側に約５ｍ突出

⇒ 橋台竪壁が流下断面内にあり、背面土が流出したと推定される

⇒ 左記「河川管理施設等構造令」の規定を満足することが重要

天狗橋での被災

計画高水位線

橋台設置例（左岸側現況堤防）

４．橋梁形式選定の前提条件

球磨川

橋台設置例（右岸側現況堤防）

計画高水位線

計画高水位と堤防の交点よりも前面（河川側）に
橋台竪壁を設けない。 ※ 流下断面内に設けない

球磨川

橋台位置の考え方（球磨大橋でのイメージ）
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計画高水流量
（※１）

基準径間長
（※２）

河川内橋脚
設置可能数

（ｍ３ ／ ｓ） （ｍ） （基）

新設橋梁 2400 32 3（※３）

復旧仮橋 ― 15 ―

前提条件（河川の現行法令を満足）

基準径間長・河積阻害率について

河川管理施設等構造令（抜粋）

解説・河川管理施設等構造令 p303

解説・河川管理施設等構造令 p306～307

解説・河川管理施設等構造令 p306

解説・河川管理施設等構造令 p306～307， p349～350

基準径間長に適合した橋梁形式を検討。

新設橋梁 復旧仮橋

４．橋梁形式選定の前提条件

※１ 計画高水流量は現時点で未公表であり、今後変更となる可能性がある。

※２ 既設橋及び仮橋との距離は、基準径間長以上とする。

※３ 橋脚基数は、規定の河積阻害率5%以内を満足する最大基数とする。

河積阻害率

解説・河川管理施設等構造令 p296～297
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前提条件（河川の現行法令を満足）

橋脚配置について

解説・河川管理施設等構造令 p302～303

河川管理施設等構造令（抜粋）

４．橋梁形式選定の前提条件

計画高水流量2400m3/sより、10mを適用

※右岸側の河岸は既設護岸等が無く、また
計画もないため現況の澪筋で仮定している。

既設連節ブロック（覆土）

16



前提条件（河川の現行法令を満足）

近接橋の特則について 河川管理施設等構造令（抜粋）

４．橋梁形式選定の前提条件

解説・河川管理施設等構造令 p304～305

近接橋の特則

解説・河川管理施設等構造令 p311

解説・河川管理施設等構造令 p314～315

解説・河川管理施設等構造令 p349～350

近接橋の特則の適用外の条件

５年以内の撤去を前提として計画を進めるため、「近接橋の特則」の適用外とする。
17



前提条件（河川の現行法令を満足）

橋脚を設置する場合の根入れの考え方について

上記や各調査結果(洗掘調査等)を踏まえ、現行法令を満足した根入れを確保する。

解説・河川管理施設等構造令 p295～296

解説・河川管理施設等構造令 p302

河川管理施設等構造令（抜粋）

河床表面から２ｍ以上確保することを基本とする。

▽河床表面

河川内に設置する橋脚

橋脚基礎

基礎根入れ２m以上

岩盤以外の地盤

▽河川

４．橋梁形式選定の前提条件

解説・河川管理施設等構造令 p299～300
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４．橋梁形式選定における配慮事項

配慮事項①（局所洗掘による河床変動の影響を受けない橋脚配置）

現在の澪筋を避けた位置で、橋脚を配置する。

澪筋を避けた橋脚配置
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４．橋梁形式選定における配慮事項

配慮事項②（特異な地盤に対応した安全・確実な支持層の選定）

●旧橋の橋脚基礎周辺地盤（Dg-2層）は、洗掘されやすい特異な地盤構成(不規則に砂分を多く含む)であったため、橋脚周りで

局所洗掘が発生。

●新橋の支持層には長期安定性が期待される安全で確実な支持層を選定することが重要。

十分な支持力があり、洗掘影響の可能性が低く、かつ洗掘しにくい材料構成を有するGL-30m以深のDg-4層を支持層に選定。

なお、不規則に軟質部も確認されているため、施工時に地盤情報を的確に把握する等の配慮は必要。

ｼﾙﾄ

ｼﾙﾄ

細砂

細砂

中砂

中砂

粗砂

粗砂

細礫

細礫

中礫

中礫

粗礫

粗礫

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Dg-2

Dg-4

Dg-2

Dg-4

旧橋支持層：Dg-2

新橋支持層：Dg-4

Dg-2

Dg-4

不規則に砂分を多く含む地盤

Dg-2は砂分等を多く含み
洗掘の影響を受け易い

Dg-4はDg-2に比べ、
細粒分・砂分等は少ない

不規則に軟質部を含む地盤
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５．橋梁形式候補案の方針

橋脚配置の方針 ：橋脚施工時・完成後に被災の懸念を伴うため、橋脚数が少ない橋梁形式を選定

【支間割の候補】
２径間案
３径間案
４径間案

【前提条件】
①最低基準径間長32.0m以上を確保
②河積阻害率5.0％以内の総橋脚幅
③堤防法先、低水路法肩及び法先から10m以上離隔を確保

【配慮事項】
①現在の澪筋を避けた橋脚配置

既設連節ブロック（覆土）
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上部工の最適形式選定における評価項目

５．橋梁形式候補案の方針

上部工形式選定の方針

橋梁形式（案）の選定 ※第8回技術検討会予定

■上部工形式は、実現可能な支間割を前提に、各評価項目を踏まえて、総合評価により
最適な形式を選定する。

■各評価項目は、工期、施工性、維持管理性、景観性、経済性で設定する。

橋梁形式による周辺環境等への影響

経済性 建設費＋維持管理費

早期復旧

維持管理性 維持管理にかかる負担への影響

施工性
工事に伴う周辺道路の通行止めによる影響

景観性

工期
河川内施工による治水安全性への影響
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